
 

【福井市における障がい相談支援体制について】 

○対象者別に見た障がい相談支援体制 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者基幹相談支援センター、地区障がい相談支援事業所 

 障がいのある方の地域における身近な相談窓口として、生活相談などに対応し、必要に応じて、 

福祉サービスへ繋ぎます。 

 

児童発達支援センター 

こどもの発達相談や成長の中の課題、不安などの相談に対応します。 

 

発達障がい相談支援事業所 

発達障がいに特化した相談に対応します。必要に応じて、福祉サービスへ繋ぎます。 

 

福祉総合相談室よりそい 

年齢や障がいの有無に関係なく、住まいや仕事、ひきこもり支援や子どもの学習サポートなど、福祉に

関する相談に対応します。 

 

こども家庭センター 

妊娠から出産、子育てに至るまで、こどもに関して気軽に相談できるワンストップ窓口です。 

 

 福井市では、障がい福祉に関する相談窓口を充実させています。また、障がいの有無

に関係なく、よりそいやこども家庭センターもご家庭を支援する相談窓口です。 
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○相談者から見た障がい相談支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

障がい福祉の相談窓口の関係を分かりやすく図式化したものです。 

障がいの る人やその家族の相談先は様々 り、福井市には、相談したい内容や状

況に  せて対応する相談体制を構築しています。 

１ の相談先で相談に対応する場 も れ 、状況に応じて他の相談先 連携しな

がら対応する場 も ります。 

 それぞれの役割や専門性を活かし、連携しながら相談に応じていきます。 

例１ お子さ に福祉サービスが必要

か迷っているこ の相談。 

  障がい相談支援   に相談。   

 支援センターも一緒にお子さ の特性に

 いて話し い、医療機関を受診しまし

た。福祉サービスを利用するこ になり、

特定相談支援    も繋がりました。 

例２ お子さ の   家庭に関する

相談。 

  障がい相談支援   に相談。お子さ

 の  に関する相談を行いながら、障が

いの る家族に関する相談は  障がい相

談支援  も一緒に相談を受けてくれまし

た。 



 

○ 理 に見た障がい相談支援体制 

 


